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「
望
洋
荘
」
開
設
九
周
年
を
迎
え
ま
し
た
、 

こ
れ
も
皆
様
か
ら
の
御
支
援
、
御
指
導
の
賜
と 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 「
望
洋
荘
」
開
設
九
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 

 

―
「
か
せ
ぎ
」
と
「
つ
と
め
」
に
つ
い
て
― 

 
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 

社
会
福
祉
法
人
「
り
ん
さ
く
福
祉
会
」
は
開
設
以
来
、
特
養
「
望
洋
荘
」
（
定
員
八
〇
名
）
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
「し
お
や
ざ
き
」
（
定
員
一
〇
名
）
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
「
豊
間
」の
三
事

業
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
県
、
市
の
行
政
の
指
導
の
も
と
、
り
ん
さ
く
福
祉
会
の
役
員
の
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
こ
れ
ら
の
事
業
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
職
員
全
体
が
一
丸
と
な

っ
て
当
然
の
「つ
と
め
」と
し
て
努
力
し
て
き
て
く
れ
た
賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

作
家
池
澤
夏
樹
氏
は
「木
を
片
付
け
る
男
」と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
、 

 

『
昔
の
日
本
で
は
一
人
前
の
大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
二
つ
あ
っ
た
。
「
か
せ
ぎ
」

と
「
つ
と
め
」
。
前
者
は
言
う
ま
で
も
な
く
生
計
の
維
持
だ
が
、
後
者
は
世
間
全
体
に
対
す
る

責
務
の
よ
う
な
も
の
。
川
の
流
れ
を
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
倒
木
を
黙
々
と
片
付
け
る
男
を
見
た
。

そ
こ
に
あ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
彼
は
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
道
に
ゴ
ミ

は
あ
る
べ
き
で
な
い
。
そ
う
思
っ
て
家
の
前
の
道
路
を
掃
く
こ
と
と
、
被
災
地
に
行
っ
て
瓦
礫
を

片
付
け
る
こ
と
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
』と
述
べ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
最
後
に
、 

 

『
こ
こ
何
十
年
か
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
全
体
が
「
か
せ
ぎ
」
に
傾
い
た
。
そ
ち
ら
が
行
き

詰
ま
っ
た
今
は
「
つ
と
め
」
を
取
り
戻
す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。
』
と
締
め
括
っ
て
い

る
。 

 

今
年
十
一
月
に
私
ど
も
、
社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会
は
初
の
事
業
と

し
て
、
い
わ
き
市
内
郷
に
、
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
せ
ん

し
ょ
う
苑
」
（
定
員
二
十
九
名
）
を
開
設
し
軌
道
に
乗
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
特

養
「
望
洋
荘
」
で
の
経
験
を
生
か
し
、
新
し
い
施
設
の
運
営
に
、
今
こ
そ
、
介
護
福

祉
の
理
念
に
沿
っ
た
「
つ
と
め
」
（責
務
）
を
果
た
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

念
を
掲
げ
て
の
、
こ
の
一
年
間
の
望
洋
荘
便
り
の
巻
頭
言
の
タ
イ
ト
ル
を
列
挙
し

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
も
私
ど
も
職
員
の
理
念
を
僅
か
な
り
と
も
感
じ
取
っ
て
頂

け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

 

（八
五
）「望
洋
荘
」八
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 
 
 

 
 
 

―
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
せ
ん
し
ょ
う
苑
新
設 

総
合
機
能
評
価
と
介
護
保
険
と
の
関
連 

（八
六
）笑
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

（八
七
）老
年
症
候
群
と
高
齢
者
に
対
す
る
機
能
評
価
を
・・・① 

 
 
 

 
 
 

寝
た
き
り
の
予
防
に
つ
い
て 

（八
八
）東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
す 

（八
九
）東
日
本
大
地
震
後
に
続
く
余
震
と
望
洋
荘
の
対
応 

（九
〇
）大
震
災
後
の
望
洋
荘
に
つ
い
て 

（九
一
）高
齢
者
に
対
す
る
機
能
評
価
を
・・・② 

 
 
 

 
 
 

摂
食
・嚥
下
障
害
の
対
応
に
つ
い
て 

（九
二
）高
齢
者
に
対
す
る
機
能
評
価
を
・・・③ 

 
 
 

 
 
 

褥
創
の
予
防
に
つ
い
て 

（九
三
）高
齢
者
に
対
す
る
機
能
評
価
を
・・・④ 

 
 
 

 
 
 

低
栄
養
の
予
防
に
つ
い
て 

（九
四
）高
齢
者
に
対
す
る
機
能
評
価
を
・・・⑤ 

（九
五
）お
し
ゃ
れ
な
毎
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う 

（九
六
）石
蕗
の
花 

 

第 ９ ７ 号 

平成２３年 

１２月発行 



2011年    望洋荘便り    58頁 

                                  

                                  

 
 

 
      

 

家
族
会
様
よ
り
各
ユ
ニ
ッ 

ト
へ
、
入
居
者
様
が
よ
り 

快
適
に
心
地
良
く
過
ご
さ 

れ
ま
す
よ
う
に
と
空
気
清 

浄
器
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

     
  

十
二
月
二
十
六
日(

月)

望
洋
荘
の
裏
山
に
あ
り
ま
す
大
山 

祇
神
社
の
例
祭
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
例
は
、
三
月
十
一 

日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
石
像
の
破
損
状
態
か
ら
み
て 

裏
山
に
登
る
の
が
、
厳
し
い
為
、
施
設
玄
関
前
で
執
り
行
な 

い
ま
し
た
。 

 
 

例
祭
に
は
、
諏
訪
神
社
の
神
主
様
に
お
越
し
頂
き
、
地
域 

 

の
方
々
と
望
洋
荘
の
入
居
者
・
職
員
の
無
病
息
災
を
祈
願
い 

 

た
し
ま
し
た
。 

          

望洋荘       

Xｍaｓ 
 12月 23日（金）午前と午後の 2回に分かれ、塩屋岬広場にて、クリスマス会を開催致しました。 

フーセンでいろいろな形に作った装飾が、会場いっぱいに広がり、入居者様はクリスマスの雰囲気を 

十分に味わい、とても楽しんでいらっしゃいました。 

 

 

 

大
山
祇
神
社
例
祭 

家
族
会
様
よ
り 

空
気
清
浄
器
の
贈
呈 

トナカイさんやサンタさん

に囲まれて、皆さん大 

喜び！ケーキも美味しく

頂きました 
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ｂｙ せんしょう苑 

H23.12.24 

12月2４日（土）午後3時～みまや広場で盛大に、楽しいクリスマス会を開催致しました。入居者

様が奏でるハンドベルの「清しこの夜」がオープニングソングでした。更にはフラダンス。職員による

ギターとキーボードの演奏が続きました。 

みまや東ユニットの皆様が勢揃い

です。お澄ましのお顔が。ピース

姿もカワイイですね。 

みまや南ユニットのみなさんです。

可愛いサンタさんが何名かいらっ

しゃいます。 

みまや西ユニットの皆さん～で～

す。笑顔で楽しそうですね。ご家

族の皆様ありがとうございます。 

せんしょう苑が自信を持ってお送

りする「幸ちゃん」＆ 「佳ちゃん」

赤鼻のトナカイなどをデュエットしま

した。すごく息がぴったりでした。 

せんしょう苑が誇る美人職員（昔

は美人だった方も含む）によるフラ

ダンスの披露です。男性のみなさ

んうっとり？されていました。 

入居者様によるハンドベルの演奏

です。立派な角を付けたトナカイ

姿が本当にお似合いでした。本人

いわく“すごく熱かった”そうです。 

激しく回転したソリで、少し目を回

したサンタさんが登場。入居者の

皆さんへひとりひとりプレゼントを手

渡しました。 

サンタからのプレゼントの中身はい

ったい何だろう？ワクワク！ 

乾杯の音頭は俺に任せろとシャン

メリを右手のグラスに満たし「メリー

クリスマス」の乾杯のご発声で、パ

ティーが始まりました。 
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【肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】と
は 

日
本
人
の
死
因
の
第
四
位
は
肺
炎
で
す
が
、
そ
の
予

防
に
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
が
有
効
で
す
。
そ
の

効
果
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
約
六
〇
～
八
〇
％

に
対
し
て
効
果
が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

肺
炎
の
原
因
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
普
通
に
生
活
し

て
い
る
高
齢
者
の
場
合
は
肺
炎
球
菌
が
一
番
多
い
よ
う

で
す
。
肺
炎
球
菌
と
は
そ
の
名
の
通
り
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
球
状
の
細
菌
で
す
。
そ
の
他
に
も
中
耳
炎
、
副
鼻
腔

炎
、
髄
膜
炎
を
引
き
起
こ
す
原
因
菌
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
感
染
症
を
予
防
す
る

た
め
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。 

 

高
齢
者
の
方
、
心
臓
や
肺
に
病
気
が
あ
る
方
、
糖
尿
病

の
方
、
脾
臓
が
な
い
方
な
ど
は
、
肺
炎
が
重
症
化
し
や
す

い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
の
方
々
に
は
特
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

福
島
県
内
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
及
び
社
団
法
人
福

島
県
医
師
会
の
協
力
の
も
と
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
七
〇
歳
以
上
高

齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
か
か
る
全
額
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
二
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
接

種
が
お
済
で
な
い
方
は
早
め
に
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

   

望
洋
荘 

 

元
旦 

お
正
月
初
顔
合
わ
せ 

 
 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル
に
て 

 

 
 

午
前
十
時
よ
り 

 

 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

元
旦 

お
正
月
初
顔
合
わ
せ 

 
 

み
ま
や
広
場
に
て 

 

 
 

午
前
十
時
よ
り 

 

 

【
一
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

 
望
洋
荘 

一
月 
五 

日
（
木
） 

 
 
 

勿 
来 

鈴
木  

敏
子
様 

 
(

九
一
歳) 

誕
生
会 

一
月 

十 

日
（
火
） 

 
 
 

勿 

来 

赤
間  

千
代
様 

 
(

九
三
歳) 

誕
生
会 

一
月
十
六
日
（
月
） 

 
 
 

薄 

磯 

渡
邉  

茂
男
様 

 
(

八
一
歳) 

誕
生
会 

一
月
十
七
日
（
火
） 

 
 
 

薄 

磯 

高
羽 

ミ
サ
子
様 

 
(

九
二
歳) 

誕
生
会 

一
月
十
八
日
（
水
） 

 
 
 

四 

倉 

星
野   

葉
子
様 

 
(

八
五
歳) 
誕
生
会 

一
月
二
七
日
（
金
） 

 
 
 

豊 

間 

小
林  

と
み
様 

 
(

八
七
歳) 

誕
生
会 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

一
月 

三 

日
（
火
） 

 
 
 

み
ま
や
南 

齊
藤
ト
キ
子
様  (

九
三
歳) 

誕
生
会 

一
月 

五 

日
（
木
） 

 
 
 

み
ま
や
西 

藁
谷 

ミ
サ
様  (

九
六
歳) 

誕
生
会 

一
月
十
五
日
（
日
） 

 
 
 

み
ま
や
西 

濱
地
ト
モ
子
様  (

七
七
歳) 

誕
生
会 

一
月
十
八
日
（
水
） 

 
 
 

み
ま
や
西 

藤
田 

し
げ
様  (

九
一
歳) 

誕
生
会 

一
月 

十
八
日
（
水
） 

 
 
 

み
ま
や
西 

佐
伯 

一
夫
様  (

八
五
歳) 

誕
生
会 

一
月 

二
十
三
日
（
月
） 

 
 
 

み
ま
や
東 

竹
内
シ
ゲ
子
様  (

八
四
歳) 

誕
生
会 

               

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』便
り 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 
  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望 
 

洋 
 

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（０
２
４
６
）５
５
‐７
２
５
５ 

一
月
の
行
事
予
定 
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
？ 


